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寝屋川映像同好会会報

第１３号（20100６1８）

発行 竹 田 幸 男

■ 山田池撮影会開催

６月９日（水曜日）寝屋川市映像協会と共同で企画した山田池撮影会を実施、

映 像 協 会か ら ９人 、 映像 同 好会 か らは 新井 、谷 、小笠 原、 竹田 の各 氏が 参加 、

ほ か に も会 員 外か ら 男性 １ 人女 性 ４人 が参 加し て実施 され まし た。 当日 は好 天

に 恵 ま れ、 そ れぞ れ 良い シ ーン が 撮れ たこ とで しょう 。１ ２時 に門 前に 集合 、

解散ののち池の傍で昼食をとり、午後も引き続いて撮影する姿も見られました。

■ ６月例会の開催

６ 月 例 会 は 通 常 よ り １ 週 間

遅 れ て ６ 月 １ ８ 日 （ 金 ） に 開

催 、 当 日 は 開 会 に 先 立 ち 、 尾

藤 さ ん に 代 わ り 新 し く 映 像 同

好 会 担 当 地 区 委 員 に 就 任 さ れ

た 鈴 木 欣 也 さ ん か ら 挨 拶 を 頂

き ま し た 。「 例 会 の 窓 参 照 」

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース
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日 時 ： 平 成 ２ ２ 年 ６ 月 １ ８ 日 （ 金 ） １ ３ ： ３ ０

～１６：３０

場所：寝屋川市民活動センター ４階 こども室

出 席 ： 松 愛 会 寝 屋 川 支 部 一 斑 地 区 委 員 鈴 木 欣 也 さ ん

天 野 新 井 石 田 小 笠 原 梶 本 竹 下 竹 嶋 竹 田

谷 田渕（会員全１０名・敬称略）

例会次第 （今回の要約 竹嶋氏）

１．各会員の最近の活動状況・情報交換

① 「 映 像同 好 会」 の 担当 役 員を し て頂 いて いた 寝屋川 支部 の尾 藤さ んが 地区 委

員を退任されました。（お世話になり有難うございました）

後 任 の鈴 木 さん が 引き 続 いて 当 同好 会の 担当 役員を して 頂く こと にな り、 本

日の例会に出席されご挨拶を頂きました。（今後ともよろしくお願いします）

②全会員が元気に出席して開催出来た久し振りの例会となりました。

２．報告・連絡・協議事項

①山田池撮影会の結果

・ ６ 月 ９日 （ 水） 竹 田会 長 初め 当 同好 会か らは 新井・ 小笠 原・ 谷さ んの ３名 が

参加。小笠原さんが早速作品に仕上げて例会に持参。

②映像協会公開録音会の結果

・ナレーションの方法やポイントがよく理解出来たと思う。

例 ： ナレ ー ショ ン の録 音 時は マ イク から 離れ て、恥 ずか しが らず 元気 に大 き

い声で入れるのがポイント。

・これからも続けて行きたい。

③平野郷撮影会

・ 大 阪 市平 野 区の 街 並み 保 存の 地 域活 動を 取材 ・撮影 する こと を寝 屋川 映像 協

会との合同行事として企画することにした。

・事前の打ち合わせや下見を先ず行う。

当同好会代表は小笠原さんが担当、協会側は上辻(かみつじ)さん予想。

なお下見の際は、会員にも声を掛けて一緒に現地に行くことになった。

・開催時期は今秋１０月か１１月の見込み。

④ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｒｙの記事筆者

・次号は石田さんに投稿して頂くことになった。

原稿はＥメールにて竹田さん宛て１週間を目途にお願い。

・テーマは、例えば・言いたいこと言い・体験談・苦労話などＯＫ。

名 簿 のあ い うえ お 順に 投 稿し て 頂く こと にな り、次 々号 には 梶本 さん よろ し

く。（既投稿者は順番除外、なお飛び入りは大歓迎）

例会の窓
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⑤その他

・寝屋川市民文化際へ作品の出品(応募)をしてください。(昨年は２作品)

・スポーツ安全保険に入会の手続きが完了。

(８名入会、集金からの残金￥６１６は同好会の会計に繰り入れる)

３．作品映写

①「文化連盟６０年の歩み」：１６分４０秒 竹田さん

(注 )Ｓ Ｏ Ｎ Ｙ 方 式 の ビ デ オ 規 格 （ Ｄ Ｖ Ｃ Ａ Ｍ ） で 録 画 し た た め 今 回 映 写 が 出

来なかった。次回に順延。

②「金剛山登山(ニリンソウを求めて)」：７分１２秒 谷さん

出た意見：ミュージック音が大きい。現地音がもっと聞きたい。

ス タ ート 時 も水 の 音で 始 まっ た らど うか 。テ ロップ で花 の名 前が 出る が、 も

う 少 し早 目 に出 た 方が よ い。 概 ね画 像の 出だ しから ３秒 遅れ くら いが 丁度 よ

い。

タイトルの「金剛山登山」はちょっと似合わない。

③「山田池の花(花菖蒲・紫陽花・睡蓮)」：９分 小笠原さん

出 た 意見 ： ズー ム の頻 度 が多 い 。パ ンも は右 から左 ばか り、 反対 も取 り入 れ

たら良い。三脚のガタのためかパンがぎこちない。

最 初 のタ イ トル は 出方 が 面白 い が往 復し ない でどち らか 一方 にし た方 がよ

い。

菖 蒲 の 花 が 一 輪 の み ア ッ プ し て い る 場 面 は 引 き 立 っ て よ い 。「 心 の 花 」 の 表

現 も い い 。「 映 像 研 究 会 」 (実 在 ？ )な ど の 固 有 組 織 名 は 正 確 に し て 欲 し い 。

撮影会後の小笠原さんの仕事の速さに皆んな感心。

４．会員の当面する問題点の質疑応答

・梶本さんの編集環境について皆さんからアドバイス。

パ ソ コン （ セブ ン ７） と ビデ オ カメ ラと の接 続イン ター フェ イス のア イデ ィ

ア を 募 集 。 ア ナ ロ グ 出 力 → デ ジ タ ル 信 号 (Ａ Ｄ 変 換 )に し て Ｕ Ｓ Ｂ 接 続 し て み

る？

５．その他・直近の映像関連行事の紹介など（竹田会長から）

・「２０１０日本を縦断する映像発表会」日本アマチュア映像作家連盟

７月４日（日）午後１２：００～

・「 ６ ０ 周 年 記 念 映 像 祭 」 京 都 シ ネ ク ラ ブ ６ 月 ２ ０ 日 （ 日 ） 午 後 １ ３ ： ０ ０

・「 シ ニ ア の た め の ビ デ オ ム ー ビ ー な ん で も 相 談 」 Ａ Ｔ Ｃ エ イ ジ レ ス セ ン タ ー

主催の行事。７月２４日（土）午後１３：００～

６．次回例会
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・ ７ 月９ 日 （第 ２ 金曜 日 ）１ ３ ：３ ０～ 於 ：市民 活動 セン ター こど も部 屋

・カメラ担当：竹下さん

映像との出会い

石田 昇

今 か ら 数 年 前 、 ５ 年 ご と の Ｏ Ｂ 会 で 通 工 出 身 の Ａ さ ん

と 同 席 し た こ と に 始 ま り ま す 。 私 は 無 線 グ ル ー プ 内 を 転

々 と 、 中で も ビデ オ 関係 に は約 １ ０年 在籍 、主 にサー ビス を担 当し まし た。 当

時 は 殆 どが 業 務用 、 一般 に は手 の 届か ない 時代 （昭和 ４０ 年代 ）で した 。そ の

後 い ろ いろ 開 発さ れ 、昭 和 ６３ 年 にＳ －Ｖ ＨＳ 式のカ メラ を購 入、 子供 達、 孫

達 を ド ンド ン 撮り ま くり 、 溜ま っ たテ ープ が数 十本、 何と か編 集し て見 やす い

ビ デ オ に！ ！ ずー っ と気 に なっ て いた 時で した 。そん なと きに 出会 った のが Ａ

さ ん で した 。 Ａさ ん は趣 味 で映 像 の編 集を され ていた 。又 寝屋 川支 部に 映像 同

好 会 が ある と 聞き 入 部し よ うと 決 心。 どん なビ デオを 買お うか な？ と考 え考 え

た末、ＤＶＤ式を買い、同好会の門を叩きました。

メ ン バー は ８人 、 家族 的 で一 安 心。 なん とＤ ＶＤ式 は自 分だ け、 皆さ んと 話

が 合 わ ない 。 お互 い 教え 合 いが 出 来な いと いう ことだ った 。な るほ ど皆 さん は

ミ ニ Ｄ Ｖ式 （ ＤＶ Ｃ ）だ っ たの で す。 ＤＶ Ｃ式 を買う ため 電気 店を ウロ ウロ 。

新 方 式 ＨＤ Ｄ 式、 Ｓ Ｄ式 、 ＤＶ Ｄ 式等 に変 わる 時期で ミニ ＤＶ 式は 随分 安く な

っ て い まし た 。０ ６ 年１ １ 月、 パ ナソ ニッ クの ＧＳ５ ００ を購 入す るこ とに 。

作 品 作 り に は 生 映 像 が 要 る が ,何 も な い 。 絵 画 部 に 在 籍 す る の を 幸 い に 秋 の

写 生 旅 行に ビ デオ を 持参 す る事 に 。絵 を描 く仲 間達を 撮っ て撮 って 撮り まく っ

て １ ２ ０分 、 よー し これ を 編集 し て作 品に する ぞー。 編集 して １０ 分に 、１ １

０ 分 の カッ ト であ る 。ま ず 一次 編 集、 ズー ムミ ス、足 下ば かり 、ゆ れ大 、ピ ン

ぼけ等見苦しい所すべてカット、約半分以下に短くなったが、ここからが大変。

ス ト ー リー を 考え 、 ＢＧ Ｍ と現 地 音と のバ ラン ス、音 量、 ナレ ーシ ョン 、タ イ

ト ル の 挿入 、 タイ ミ ング の 調整 等 、何 度も 何度 も繰り 返し 見て はカ ット 、カ ッ

ト 。 惜 しい 場 面も 涙 をの ん でカ ッ トを 。完 成？ （約１ ０分 ）ま で、 まだ まだ 時

間 を 要 する の でし た 。初 め ての ビ デオ の編 集、 正直疲 れま した 。延 べ何 時間 要

し た の かわ か りま せ んが 、 何と か 完成 。色 々教 えて戴 き、 大変 勉強 にな りま し

た 。 そ の後 数 本の 動 画編 集 作品 を 作り 、静 止画 の編集 も多 数完 成す るこ とが 出

来 、 大 変満 足 をし て いま す 。Ａ さ ん、 仲間 の皆 さんあ りが とう ござ いま した 。

次 の 作品 作 りに プ レッ シ ャー が ？ 昔の ビデ オ（ア ナロ グ） どう しよ う？ 時

間 足 り な い 。

随 想
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１３９４とＵＳＢ

竹 田 幸 男

こ の 前 の 例 会 で 、 パ ソ コ ン に Ｕ Ｓ Ｂ 端 子 は 付 い て い

る が １ ３ ９ ４ 端 子 が 付 い て い な い の で Ｄ Ｖ カ メ ラ か ら

の映像の 取り込みが 出来ない という相談 がありま した。

１３９４とは、ＵＳＢとは何でしょうか。

古 く から パ ソコ ン をや っ てい る 方は ご存 じで すが、 以前 はパ ソコ ン本 体と プ

リ ン タ ーや 外 付け の フロ ッ ピー デ ィス クド ライ ブなど との 接続 にた くさ んの 小

さ な 端 子の 付 いた 大 きな コ ネク タ が使 われ てい ました 。こ れら はパ ラレ ルの コ

ネ ク タ で「 パ ラレ ル 」と は 「並 列 の」 と言 う意 味です 。コ ンピ ュー タの 心臓 部

Ｃ Ｐ Ｕ は複 数 の計 算 を並 列 に行 う 機能 があ り、 たとえ ば４ つの 計算 を並 列に 行

え る の が４ ビ ット 、 それ が ８ビ ッ ト、 １６ ビッ ト、３ ２ビ ット と進 化し てき ま

し た 。 余談 で すが パ ソコ ン の草 創 期に 「マ イコ ンキッ ト」 など と称 して ４ビ ッ

ト マ イ コン を 使っ た 組み 立 てキ ッ トが 流行 り、 マイコ ンと は「 マイ （私 の） コ

ン ピ ュ ータ 」 とい う イメ ー ジが あ りま した が、 正しく はマ イク ロコ ンピ ュー タ

の略で今は「マイクロプロセッサ」と言われることが多いようです。

脱 線 の つ い で に 、 Ｄ Ｖ Ｄ は 何 の 略 で す か 。「 あ た り め ー だ ろ 、 デ ジ タ ル ･ビ

デオ・ディスクだ」ブーです。最初はそのつもりで考えられていたようですが、

ＤＶＤの可能性はビデオに限らない、と考え直され「Ｄｉｇｉｔａｌ

Ｖ ｅ ｒ ｓａ ｔ ｉｌ ｅ （多 用 途の ・ 多芸 な） Ｄ ｉｓｋ 」と する こと に改 めら れ

ました。技術者ですら間違って覚えている人がいたので、念のため。

さ て 、そ れ らＣ Ｐ Ｕの 出 力で あ る並 列の 信号 を並列 のま ま送 るの が早 く送 れ

る と 考 えら れ てい ま した が 、速 度 が速 くな るに つれて 数多 くの 線の 中で 互い の

信 号 が ずれ て きて 揃 わな く なり 、 これ を揃 える のに手 間が かか り、 結局 この 信

号 を １ ビ ッ ト ず つ 縦 に 直 列 に 直 し て 送 っ た 方 が 早 く 送 れ る こ と に 気 が つ い て

（ 急 が ば 回 れ か ）、 シ リ ア ル 伝 送 が 花 盛 り と な り ま し た 。 １ ３ ９ ４ も Ｕ Ｓ Ｂ も

い ず れ もシ リ アル 信 号を 送 るた め の端 子で 、シ リアル とは 「直 列の 」と 言う 意

味です。

１ ３ ９４ 端 子は 、 正し く はＩ Ｅ ＥＥ １３ ９４ （アイ トリ プル イー いち さん き

ゅ う よ ん） 端 子と い いま す 。ア ッ プル 社が 「フ ァイヤ ワイ ヤ」 と言 う名 前で 製

品 に 採 用し 、 日本 で 開発 さ れた Ｄ Ｖ方 式の 信号 の伝送 に採 用さ れま した 。端 子

は ４ 端 子で 信 号を 伝 え、 電 源線 を 含め た６ 端子 のコネ クタ もあ りま す。 機器 か

ＡＶＣメモ
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ら 機 器 へと 数 珠つ な ぎに 最 大６ ４ 台ま で接 続で きるこ とに なっ てい ます 。こ の

線 で 接 続さ れ た機 器 を信 号 を送 っ てコ ント ロー ルする こと がで き、 編集 ソフ ト

の 上 で 編集 し た結 果 を「 テ ープ に 書き 戻す 」指 令を出 すと ソフ トの 動き に合 わ

せ て Ｄ Ｖカ メ ラを コ ント ロ ール し て録 画で きる のはこ の機 能を 使っ てい ます 。

Ｕ Ｓ Ｂは 「 ユニ バ ーサ ル ・シ リ アル ・バ ス」 の略号 で「 万能 ・直 列・ 信号 経

路 」 と でも 言 いま し ょう か 。コ ネ クタ は４ 端子 で電源 も送 るこ とが でき ます 。

小 さ な 機器 の ため に 小型 の コネ ク タも あり ます 。ＵＳ Ｂ端 子と コー ドを 示す シ

ン ボ ル マー ク のよ う にツ リ ー（ 木 の枝 ）状 に１ ２７台 まで 機器 を接 続す るこ と

が出来ます。

最 初 １３ ９ ４は １ ００ Ｍ ｂ／ ｓ （毎 秒１ ００ メガビ ット ）の 早さ から 出発 し

２００、４００、８００、最近は３，２００メガビットまで高速になりました。

こ れ に 対 し て Ｕ Ｓ Ｂ は 最 初 １ ２ Ｍ ｂ ／ ｓ と １ ３ ９ ４ の 方 が 圧 倒 的 に 早 か っ た

が 、 Ｕ ＳＢ ２ ．０ で ４８ ０ Ｍｂ ／ ｓと １３ ９４ を逆転 し、 最近 出始 めた ＵＳ Ｂ

３ ． ０ では ５ Ｇｂ （ ギガ ビ ット ） ／ｓ と圧 倒的 に早く なり まし た。 １３ ９４ は

特 許 費 用が か かり 、 これ を 装着 す るパ ソコ ンは 減って おり 、カ メラ もＤ Ｖカ メ

ラ が 減 りハ イ ビジ ョ ンカ メ ラは Ｕ ＳＢ 接続 とな り、ま たパ ソコ ンに 端子 はあ っ

て も 接 続す る 相手 が ない と いう 状 態に なっ てい ます。 ＵＳ Ｂは 特許 はあ るが 無

料で使えることもあり、利用が拡大しプリンタから始まりマウスやキーボード、

Ｕ Ｓ Ｂ メモ リ 、外 付 けの Ｈ ＤＤ や ＤＶ Ｄド ライ ブ、最 近で は扇 風機 など も接 続

できます。

話はまた脱線しますが、ＤＶは初めてのデジタル映像を記録する機器として、

何 回 ダ ビン グ して も 殆ど 原 画と 変 わら ない とい うデジ タル の威 力は 、い まま で

Ｖ Ｈ Ｓ や８ ミ リビ デ オな ど で、 編 集の ため にダ ビング する ごと に汚 れて いく 映

像 に い らい ら して い たア マ チュ ア の間 では 長く 望まれ てい た夢 の方 式で した 。

１ ９ ９ ５年 発 表当 時 は、 そ の時 代 のテ レビ 放送 と同じ ぐら いの ハイ レベ ルな 映

像 、 家 庭用 パ ソコ ン でも 扱 える 軽 い編 集負 荷で 、私た ちが 手軽 にプ ロク ラス の

（ 腕 が あれ ば 、の 話 ）編 集 作品 を 作れ るよ うに なり、 アマ チュ ア映 像の 発展 に

大 い に 寄与 し たも の と思 い ます 。 それ が以 来１ ５年、 もう カメ ラも 殆ど 売ら れ

て い な い状 況 に技 術 の進 歩 の早 さ を感 嘆す ると ともに 、技 術の 進歩 が、 営業 政

策 と コ ラボ レ ート し て、 一 時的 に もせ よ使 用者 に不便 を強 いる こと もあ るも の

だ 、 と 強 く 感 じ る こ の 頃 で あ り ま す 。（ こ の 文 は メ ー カ ー 関 係 者 も 読 ん で ほ し

い ナ ） ■


